
　読者のココロに届く装丁とは何か。ベストセ
ラーとなった日本経済新聞社刊、堺屋太一著
『油断』を皮切りに、村上春樹氏、東野圭吾氏、宮部みゆき氏など著
名作家の作品をはじめ、長年にわたって、フィクション、ノンフィクション
と広範囲の装丁を手がける川上成夫氏。今回は川上氏の作品を中心
に、さまざまな事例をもとに解説していただきました。そして進行は、

PHP研究所に昨年まで勤めておら
れた編集経験の豊かな山田雅庸
氏と装丁家の川上氏との対談、掛
け合いの形で進めていただきまし
た。（本講演の詳細は、AJECホー
ムページに掲載中）

1 / 26第6回編集教室　「見せる」技術
～本作りにおけるデザインの大きな役割～

　現在の教材業界で、最も
関心深いテーマの「デジタ
ル教材の現状とこれから」を
テーマに講師には、高野勉
氏（東京書籍ICT事業部部
長）にお願いし、デジタル教材の現在と未来を語っていただきました。

講　師：高野 勉氏（東京書籍ICT事業部部長）
受講者：39名
会 場：TKP市ヶ谷カンファレンスセンター
時 間：18：30～20：00

　「ホームページの活用法・疑問に
お答えします」をテーマに橋満克文氏
を講師に迎え、実践に役立つノウハ
ウを説明いただきました。営業や人材
採用のツールとしてのホームページに
焦点をしぼってお話しいただきました。

講　師：橋満 克文氏（株式会社RRJ 代表取締役社長）
受講者：26名
会 場：説話社フォーチュンルーム「ちえの樹」
時 間：18：30～19：30
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参加者：約700名
会　場：日本出版クラブ会館

●フェア
　第2回編集プロダクションフェアは、場所
を神楽坂の日本出版クラブ会館の3階を借
り切って行われました。開場の３時過ぎには
編集制作プロダクション「出展コーナー」は
来場客でいっぱいに。今回新設された「編
集、なんでも相談コーナー」も初めは寄り
付く人が少なかったのですが、少しずつ寄ってくれるようになり、ほっとし
ました。今回のお客様は、小学校の英語教育が始まるタイミングとあって、
教材関連の版元さんが多かったようです。

●特別講演会
　さて、16時からは隣の
部屋で講演が始まりまし
た。講演会の席もおよそ
100席が満杯になり、大
盛況です。まずは「編集
という技術を知り活用す
れば、どんな方面でも活躍できます！」と題し、髙野てるみ氏（映画プロ
デューサー・エディトリアルプロデューサー）が講演。編集の面白さ、
難しさ、やりがいを語っていただきました。
　そして18時からはマガジンハウス『BRUTUS』編集長の西田善太
氏をお招きして、「『BRUTUS』編集のヒミツ」について講演いただきま
した。「みんなで決めたことは正しいかもしれないが、面白くない」という
『BRUTUS』の極意から特集を作るための３つの指針など、西田ワール
ドにどっぷり浸かった1時間半でした。
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講　師：川上 成夫氏（装丁家）
受講者：90名
会 場：DNPプラザ　2Fイベントゾーン
時 間：18：30～20：00

　1994年に大日本印刷株式会社に入社後、
出版印刷に関わる生産技術改善に従事してきた青野氏をお招きして、
普段、接することが少ない印刷・製本の基礎技術を紹介。同時に、ク

ライアント、クリエイティブ、製造の各
分野の実技者間での「カラーコミュニ
ケーション」の基礎技術、光源環境
の重要性について、実演を交えて解
説していただきました。（本講演の詳
細は、AJECホームページに掲載中）

2/ 23第7回編集教室　「紙と製本と色と」
～印刷基礎知識と周辺トピックス～

講　師：青野 友寿氏
　　　　（大日本印刷株式会社 品質監査グループ）

受講者：70名
会 場：DNPプラザ　2Fイベントゾーン
時 間：18：30～20：00

巻頭特別インタビュー
株式会社講談社　「クーリエ・ジャポン」編集長　井上威朗 氏

デジタル時代の編集を探る
完全ウェブ化で見えてきたもの
編集の現場探訪 vol.28
株式会社アールアールジェイ　代表取締役社長　橋満克文 氏

100年残るオーディオブック作品で
出版業会に貢献する

巻頭特別インタビュー
株式会社講談社　「クーリエ・ジャポン」編集長　井上威朗 氏

デジタル時代の編集を探る
完全ウェブ化で見えてきたもの
編集の現場探訪 vol.28
株式会社アールアールジェイ　代表取締役社長　橋満克文 氏

100年残るオーディオブック作品で
出版業界に貢献する

No.28
2017.4.20 TOTALING NO.125

2017年4月号　No.28（通算125号）　発行日：2017年4月20日（木）　発行：一般社団法人 日本編集制作協会　編集：日本編集制作協会広報委員会

N e w s  &  To p i c s



株式会社講談社
「クーリエ・ジャポン」編集長

井上威朗氏
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̶̶創刊時からの「クーリエ・ジャポン」
の歩み、雑誌のコンセプトを教えてください。
　創刊は2005年です。講談社では、10
年に1度くらいの頻度で社員から新雑誌の
企画を募るコンペが開かれます。そこでＡ
賞をとった企画でした。企画を出したのは
ジャーナリズムのジャンルで活躍していた編
集者です。彼がフランスに滞在中に9.11が
あり、そのときに「Courrier international 
（クーリエ・アンテルナショナル）」という雑
誌が「世界中のメディアが9.11をどう報じ
たか」という特集をしていたことに感銘を受
けて、同じビジネスモデルを日本でやってみ
たいと考えたのです。クーリエ・アンテル
ナショナルは、世界1500のメディアから
記事を選んで翻訳するという雑誌ですが、
そのビジネスモデルとクーリエの名前を使う
という業務提携を結び、記事は日本のオリ
ジナルで出すことになりました。
　はじめは隔週刊、その後月刊となって、
ニュース性よりも掘り下げた読み物を重視
するようになりました。その点で方向性は少
し変わりましたが、世界中のメディアから日
本では報じられていない情報や読み物を紹
介し、世界の多様な価値観を伝えることを
一貫してやっている雑誌です。
　私は2015年12月から編集長を務めて
います。2016年3月に紙での発刊をやめ、
会員制のウェブ雑誌としました。
̶̶ウェブ版のみとなったのはどのような理
由からでしょうか。
　日本では紹介されていない海外記事を読
ませるという、唯一無二の雑誌として10年

続き、固い読者の支持は得ていたのです
が、10万部単位には広がらず、さらに先
の10年を同じ形で続けるのは難しいだろう
という判断で、社として決定されました。
̶̶広がりが見込めなかったということです
が、どのような読者が多かったのでしょうか。
　ウェブ化以降もあまり変わらないのです
が、30代くらいのビジネスパーソンが中心、
男女比はだいたい55対45です。絞り込ん
でセグメントされた雑誌ではなかったので、
そういう点でも紙版の終わりの頃は存在感
がぼやけていたかもしれません。
̶̶読者をもっと広げていこうということで
ウェブに完全移行となったのですね。
　価値観を共有する人に届けたいというの
があるわけです。具体的にいえば、海外に
関心を持っていて、スキャンダル記事のよ
うな後ろ向きなものではなくて前向きなもの
を読みたい人。そういう人たちは男女・職
業関係なく一定数いるはずです。となると、
読者像をつくって広告をとって紙雑誌でと
いうビジネスモデルとは違うかなと思います。
̶̶紙からウェブへの完全移行で、編集
の仕事はどのように変化したのでしょうか。
　一言でいえば、編集という営みがすっか
り変わってしまいました。紙雑誌の場合、
まずレイアウトがあって、そこに字数を合わ
せて調整しますね。ていねいに文章を削っ
て切り詰めて直して、という作業を苦労して
行った後に、著者校をお願いすると字数が
ずれてしまい再度校正をお願いする、なん
てことが日常的で、編集作業というのはそ
ういうものだったわけです。しかし、ウェブで
はそういうことがありません。
　印刷所や書店の都合に合わせる必要も
なくなりました。紙の雑誌や本の編集作業

は、下手をすれば半分くらいはそういう調整
ごとで占められていることもあります。「編集
者は待つのが仕事」ともいいますが、待
つよりも生産的なことをした方がいい、とい
うのは多くの編集者の本音ではないでしょう
か。ウェブになったら待つのも調整ごとも仕
事ではなくなりました。現場の皆がそういう
ことから解放されて根本的に変わったと思
います。
　少し進行が遅れている記事の配信は後
にして、進んでいる記事の配信を先にする
など臨機応変なやり方も可能になりました。
それぞれの編集者が判断して、読者にとっ
て最善と思われる内容と分量のものを最善
のタイミングで出すことができます。
̶̶調整ごとから解放されて自由になった
分、工夫も必要ですね。ウェブに移行した
からこそ、新たに必要になったことはどんな
ことでしょう。
　タイトルとアイキャッチは、紙の頃以上に
吟味しなければいけなくなりました。これが
正解というものはなく、試行錯誤をずっと続
けるしかないと思います。
　基本的には多くクリックされるように工夫
するということですが、パソコンかスマホか
でやり方は違ってきます。写真もスマホで
は小さく表示されるので、細かい写真では
わかりづらくインパクトのある写真が効果的
になる。かといって、パッと見てわかりやす
い顔写真が並ぶのでは単調になってしまう。
見出しの問題もあります。2行がいいのか
3行がいいのか、それともショッキングな一
言がいいのか。これも正解はないと思いま
す。しかし、ある程度の傾向は見えてきま
した。たとえば、読者が長い読み物を読み
たい気持ちになっているタイミングはデータ

から分かります。そのときならば、タイトル
が長めで具体的なものでもクリックされるよ
うです。
̶̶原稿を作成する上で、紙との違いは
あるでしょうか。
　たとえば一部のニュースサイトでは、最
初に3行くらい要約を載せた上で、本文を
載せるという形をとっていますね。今たどり
ついた仮説では、クーリエ・ジャポンでは、
そうしたことをしなくても大丈夫。読みやす
い表現でしっかりつくっていれば、長い記
事でも最後までついてきてくれるという感触
を得ています。それはつまり「ちゃんとした
読み物をつくる」ということで、紙のときと
同じだと思います。
̶̶読者との交流はいかがでしょうか。ウェ
ブ上で双方向の意見交換がしやすくなった
というのはあるでしょうか。
　読者の投票で翻訳する記事を決めると
いう企画もやりましたし、ウェブメディアだか
らこその読者との公共空間をつくりたいとい
う希望はありますが、ウェブ上の交流は簡
単ではありません。
　書き込みを行ったり、アクションを起こし
たいと思うのは、メディアに対してではなく
プラットフォームに対してではないかと思い
ます。多くの人の書き込むことでそのサイト
が完成するしくみになっているようなプラット
フォームでは、読者の活発な意見交換が
見られます。ウェブ上での交流を前面に打

ち出す場合は、プラットフォーム化が重要
なのだと思います。でも私たちは、あくまで
も読み物をちゃんと出すメディアでありたい
と思っていますから、そこを志向することは
今はやっていません。
̶̶ウェブ上の交流が難しい中、リアルな
場で読者と交流するイベントはいくつかやっ
ているようですね。
　ウェブでの交流が増えなくとも、読者とし
ては、感想を語り合う場がほしいのではな
いか、記事を書いたのがどんな人なのか見
てみたいのではないか。あるいは同じような
記事を読んでいる人同士、交流を深めた
いのではないか、と考え、編集部員と読者、
読者同士が交流できる場をつくり、読者の
満足度を上げたいと思います。実際、イベ
ントには多くの申し込みをいただきます。
　ウェブメデイアが広告を収益源にするの
は難しいとも言われますが、我々が読者と
しっかり関係を築くことで、それにクライア
ントが価値を見出してくれることもあると思
います。
̶̶紙の雑誌の場合は、ページをめくる間
にいろいろな記事に出会えるということがあ
りますが、ウェブになると、自分の価値観
に合った記事のみをチョイスしてそれ以外
が見えなくなるということもいわれますが。
　そこは悩ましいところで、編集部内でも
つねに議論があります。紙の読書体験を、
スマホ上で再現するつくり方が大切という

意見があり、ウェブになったからにはウェブ
／スマホオリジナルで紙を上回る記事との
出会い方を出そうという意見があり、この
先もそれぞれの意見を試していくでしょう。
　紙に比べてウェブは、一部の記事の見
せ方を変えてみて読者の反応を見るなど、
実験・研究がやりやすい環境だと思います。
読者と共によりよい記事との出会い方をつ
くり出していきたいと考えています。
　このような編集部内の議論も含め、編
集部員の「読者にこういうものをこんな形
で読んでもらいたい」という欲望の強さを私
はとても信頼しています。会議では、私が
聞いたことのないようなメディアの記事がど
んどん出てきますが、クーリエ・ジャポンの
編集スタッフは好きこのんで忙しくして、
方々探して周り、こんなものを読んでほしい
と出してくる欲の強い人たちです。

̶̶その欲は、なんの欲望でしょう。「世
界を知りたい」という欲望でしょうか？
　そうだと思います。平たい言葉でいうと
皆、知的好奇心旺盛なのでしょう。知らな
いことを知りたいという欲望があり、そして
それをできれば多くの人にシェアしたいと思
う。その欲望を持って編集を行うのは大事
なことです。

　私は入社当時、マンガの部署に配属さ
れ、その頃に「欲望に正直になれ」とた
たき込まれました。つくり手がどれだけ欲望
というものを正直に出し、読者の正直な欲
望にどれだけ応えているか。読者は読むこ
とを通して、どんな欲望を満たしたいのか、
編集者も著者も一緒に、つきつめて考える
ことが必要だと教えられ、今もその考えは
大切にしています。
　クーリエ・ジャポンの読者の欲望を考え
てみると、「できれば海外に出て行きたい。
職場に海外部署がなかったとしても、いつ
かはそういう舞台で自分の可能性を試した
い」という考えがあると思います。「世界に
出て、もっといい自分になりたい」という強
い欲望がある人たちの背中を押すことがで
きるか。これは我々のミッションです。もう
少し日常的な欲望でいえば「それを読むこ
とで、読む前よりも自分が一段階いい人間
になっていたい」。世界中から聞いたことも
ないような雑誌の記事を探し出してくるクー
リエ・ジャポンのスタッフも、「そういう人た
ちにこういうのを読ませたらいいんじゃない
か」という強い欲望を持っている。これはクー
リエ・ジャポンの強みです。
̶̶もう少し広く一般的に、今後の編集が
どういうところに進んでいくか、また進んで
いくべきか、どのようにお考えでしょうか。

　一言でいうと、読者に対してどれだけ誠
実であるかというのはより先鋭的な形で出
てくると思います。
　昨年、WELQが問題になったのは、あ
のような不誠実なやり方が主流になってい
るからではなく、誠実であることを読者もよ
り強く求めているからだと私は考えていま
す。紙メディアの人間は、ウェブ等の新規
メディアに対して「適当にやっているので
はないか。我々はずっとこつこつとていねい
に紙で情報発信してきている」と思うことも
あるようですが、それは大いなる間違いで
す。つくり手の「良書をつくっている」とい
う思い込みでどうにかなった時代ではもうあ
りません。
　ウェブの世界は、読者の反応がリアル
にわかり、不誠実なものをつくったら二度と
きてくれません。あらゆる編集者は、本当
にそれが読者の求めているものなのか、読
者に対して誠実につくられたものなのか、
つねに問われる時代になったと思います。
単にページビューの数だけでなく、どの記
事から会員登録ページに行ったのか、最
後まで読まれたのはどの記事か、サイトにど
の程度の時間滞在したのか、そういうデー
タもあるなかで、あらゆる指標で我々編集
者も誠実さがつねに問われることになって
いる。それが先鋭化ということの意味です。

「我々はいいものをつくっているのでそんな
細かいデータにはそぐわない」という旧来
の編集者の思い上がりはこれまでにも粉砕
されてきましたし、今後は消えてしまうでしょ
う。
̶ 「̶ウェブ対紙」という捉え方をされがち
ですが、ウェブでも紙でも、読者にどれだ
け誠実であるかが大切ということですね。
　ウェブの時代になり、誠実さが可視化さ
れるようになったのです。紙しかない時代で
も、お高くとまらず、つねに読者ファースト
につくり続けてきた人たちはヒット編集者で
あり、ヒット雑誌、ベストセラーというのをつ
くってきたわけです。そういう人たちにとって
デジタルによる可視化はよい変化でしょう。
̶̶クーリエ・ジャポンの今後の目標は？
　読者を増やし、広告やイベントが安定し
た収益源となるようにしていきたいですね。
　我々が一定数の読者とつくった関係性と
いうのは、これほど価値があるものですよと、
世の中に堂 と々いえるようになりたいと思い
ます。
　そのためには「誠実にいいコンテンツを
ちゃんとつくり続ける」ことをやるしかありま
せん。世界の価値観を広げ、読者の世界
を広げ、読んだ人の背中を押すコンテンツ
を、ていねいにつくり続けていくことで、多
くの読者の信頼を勝ち得たいと思います。 

アメリカなどの英語圏のみに限らず、
世界各国から記事を集めて翻訳を掲載してきた雑誌「クーリエ・ジャポン」は、
2016年3月に、紙の雑誌の発刊を停止しウェブ専門・会員制の雑誌となった。
完全デジタル化1周年を迎えた編集部を訪ね、編集長の井上威朗氏にウェブ移行による変化や、
デジタル時代の編集についてうかがった。
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Web 『クーリエ・ジャポン』

̶̶創刊時からの「クーリエ・ジャポン」
の歩み、雑誌のコンセプトを教えてください。
　創刊は2005年です。講談社では、10
年に1度くらいの頻度で社員から新雑誌の
企画を募るコンペが開かれます。そこでＡ
賞をとった企画でした。企画を出したのは
ジャーナリズムのジャンルで活躍していた編
集者です。彼がフランスに滞在中に9.11が
あり、そのときに「Courrier international 
（クーリエ・アンテルナショナル）」という雑
誌が「世界中のメディアが9.11をどう報じ
たか」という特集をしていたことに感銘を受
けて、同じビジネスモデルを日本でやってみ
たいと考えたのです。クーリエ・アンテル
ナショナルは、世界1500のメディアから
記事を選んで翻訳するという雑誌ですが、
そのビジネスモデルとクーリエの名前を使う
という業務提携を結び、記事は日本のオリ
ジナルで出すことになりました。
　はじめは隔週刊、その後月刊となって、
ニュース性よりも掘り下げた読み物を重視
するようになりました。その点で方向性は少
し変わりましたが、世界中のメディアから日
本では報じられていない情報や読み物を紹
介し、世界の多様な価値観を伝えることを
一貫してやっている雑誌です。
　私は2015年12月から編集長を務めて
います。2016年3月に紙での発刊をやめ、
会員制のウェブ雑誌としました。
̶̶ウェブ版のみとなったのはどのような理
由からでしょうか。
　日本では紹介されていない海外記事を読
ませるという、唯一無二の雑誌として10年

続き、固い読者の支持は得ていたのです
が、10万部単位には広がらず、さらに先
の10年を同じ形で続けるのは難しいだろう
という判断で、社として決定されました。
̶̶広がりが見込めなかったということです
が、どのような読者が多かったのでしょうか。
　ウェブ化以降もあまり変わらないのです
が、30代くらいのビジネスパーソンが中心、
男女比はだいたい55対45です。絞り込ん
でセグメントされた雑誌ではなかったので、
そういう点でも紙版の終わりの頃は存在感
がぼやけていたかもしれません。
̶̶読者をもっと広げていこうということで
ウェブに完全移行となったのですね。
　価値観を共有する人に届けたいというの
があるわけです。具体的にいえば、海外に
関心を持っていて、スキャンダル記事のよ
うな後ろ向きなものではなくて前向きなもの
を読みたい人。そういう人たちは男女・職
業関係なく一定数いるはずです。となると、
読者像をつくって広告をとって紙雑誌でと
いうビジネスモデルとは違うかなと思います。
̶̶紙からウェブへの完全移行で、編集
の仕事はどのように変化したのでしょうか。
　一言でいえば、編集という営みがすっか
り変わってしまいました。紙雑誌の場合、
まずレイアウトがあって、そこに字数を合わ
せて調整しますね。ていねいに文章を削っ
て切り詰めて直して、という作業を苦労して
行った後に、著者校をお願いすると字数が
ずれてしまい再度校正をお願いする、なん
てことが日常的で、編集作業というのはそ
ういうものだったわけです。しかし、ウェブで
はそういうことがありません。
　印刷所や書店の都合に合わせる必要も
なくなりました。紙の雑誌や本の編集作業

は、下手をすれば半分くらいはそういう調整
ごとで占められていることもあります。「編集
者は待つのが仕事」ともいいますが、待
つよりも生産的なことをした方がいい、とい
うのは多くの編集者の本音ではないでしょう
か。ウェブになったら待つのも調整ごとも仕
事ではなくなりました。現場の皆がそういう
ことから解放されて根本的に変わったと思
います。
　少し進行が遅れている記事の配信は後
にして、進んでいる記事の配信を先にする
など臨機応変なやり方も可能になりました。
それぞれの編集者が判断して、読者にとっ
て最善と思われる内容と分量のものを最善
のタイミングで出すことができます。
̶̶調整ごとから解放されて自由になった
分、工夫も必要ですね。ウェブに移行した
からこそ、新たに必要になったことはどんな
ことでしょう。
　タイトルとアイキャッチは、紙の頃以上に
吟味しなければいけなくなりました。これが
正解というものはなく、試行錯誤をずっと続
けるしかないと思います。
　基本的には多くクリックされるように工夫
するということですが、パソコンかスマホか
でやり方は違ってきます。写真もスマホで
は小さく表示されるので、細かい写真では
わかりづらくインパクトのある写真が効果的
になる。かといって、パッと見てわかりやす
い顔写真が並ぶのでは単調になってしまう。
見出しの問題もあります。2行がいいのか
3行がいいのか、それともショッキングな一
言がいいのか。これも正解はないと思いま
す。しかし、ある程度の傾向は見えてきま
した。たとえば、読者が長い読み物を読み
たい気持ちになっているタイミングはデータ

から分かります。そのときならば、タイトル
が長めで具体的なものでもクリックされるよ
うです。
̶̶原稿を作成する上で、紙との違いは
あるでしょうか。
　たとえば一部のニュースサイトでは、最
初に3行くらい要約を載せた上で、本文を
載せるという形をとっていますね。今たどり
ついた仮説では、クーリエ・ジャポンでは、
そうしたことをしなくても大丈夫。読みやす
い表現でしっかりつくっていれば、長い記
事でも最後までついてきてくれるという感触
を得ています。それはつまり「ちゃんとした
読み物をつくる」ということで、紙のときと
同じだと思います。
̶̶読者との交流はいかがでしょうか。ウェ
ブ上で双方向の意見交換がしやすくなった
というのはあるでしょうか。
　読者の投票で翻訳する記事を決めると
いう企画もやりましたし、ウェブメディアだか
らこその読者との公共空間をつくりたいとい
う希望はありますが、ウェブ上の交流は簡
単ではありません。
　書き込みを行ったり、アクションを起こし
たいと思うのは、メディアに対してではなく
プラットフォームに対してではないかと思い
ます。多くの人の書き込むことでそのサイト
が完成するしくみになっているようなプラット
フォームでは、読者の活発な意見交換が
見られます。ウェブ上での交流を前面に打

ち出す場合は、プラットフォーム化が重要
なのだと思います。でも私たちは、あくまで
も読み物をちゃんと出すメディアでありたい
と思っていますから、そこを志向することは
今はやっていません。
̶̶ウェブ上の交流が難しい中、リアルな
場で読者と交流するイベントはいくつかやっ
ているようですね。
　ウェブでの交流が増えなくとも、読者とし
ては、感想を語り合う場がほしいのではな
いか、記事を書いたのがどんな人なのか見
てみたいのではないか。あるいは同じような
記事を読んでいる人同士、交流を深めた
いのではないか、と考え、編集部員と読者、
読者同士が交流できる場をつくり、読者の
満足度を上げたいと思います。実際、イベ
ントには多くの申し込みをいただきます。
　ウェブメデイアが広告を収益源にするの
は難しいとも言われますが、我々が読者と
しっかり関係を築くことで、それにクライア
ントが価値を見出してくれることもあると思
います。
̶̶紙の雑誌の場合は、ページをめくる間
にいろいろな記事に出会えるということがあ
りますが、ウェブになると、自分の価値観
に合った記事のみをチョイスしてそれ以外
が見えなくなるということもいわれますが。
　そこは悩ましいところで、編集部内でも
つねに議論があります。紙の読書体験を、
スマホ上で再現するつくり方が大切という

意見があり、ウェブになったからにはウェブ
／スマホオリジナルで紙を上回る記事との
出会い方を出そうという意見があり、この
先もそれぞれの意見を試していくでしょう。
　紙に比べてウェブは、一部の記事の見
せ方を変えてみて読者の反応を見るなど、
実験・研究がやりやすい環境だと思います。
読者と共によりよい記事との出会い方をつ
くり出していきたいと考えています。
　このような編集部内の議論も含め、編
集部員の「読者にこういうものをこんな形
で読んでもらいたい」という欲望の強さを私
はとても信頼しています。会議では、私が
聞いたことのないようなメディアの記事がど
んどん出てきますが、クーリエ・ジャポンの
編集スタッフは好きこのんで忙しくして、
方々探して周り、こんなものを読んでほしい
と出してくる欲の強い人たちです。

̶̶その欲は、なんの欲望でしょう。「世
界を知りたい」という欲望でしょうか？
　そうだと思います。平たい言葉でいうと
皆、知的好奇心旺盛なのでしょう。知らな
いことを知りたいという欲望があり、そして
それをできれば多くの人にシェアしたいと思
う。その欲望を持って編集を行うのは大事
なことです。

　私は入社当時、マンガの部署に配属さ
れ、その頃に「欲望に正直になれ」とた
たき込まれました。つくり手がどれだけ欲望
というものを正直に出し、読者の正直な欲
望にどれだけ応えているか。読者は読むこ
とを通して、どんな欲望を満たしたいのか、
編集者も著者も一緒に、つきつめて考える
ことが必要だと教えられ、今もその考えは
大切にしています。
　クーリエ・ジャポンの読者の欲望を考え
てみると、「できれば海外に出て行きたい。
職場に海外部署がなかったとしても、いつ
かはそういう舞台で自分の可能性を試した
い」という考えがあると思います。「世界に
出て、もっといい自分になりたい」という強
い欲望がある人たちの背中を押すことがで
きるか。これは我々のミッションです。もう
少し日常的な欲望でいえば「それを読むこ
とで、読む前よりも自分が一段階いい人間
になっていたい」。世界中から聞いたことも
ないような雑誌の記事を探し出してくるクー
リエ・ジャポンのスタッフも、「そういう人た
ちにこういうのを読ませたらいいんじゃない
か」という強い欲望を持っている。これはクー
リエ・ジャポンの強みです。
̶̶もう少し広く一般的に、今後の編集が
どういうところに進んでいくか、また進んで
いくべきか、どのようにお考えでしょうか。

　一言でいうと、読者に対してどれだけ誠
実であるかというのはより先鋭的な形で出
てくると思います。
　昨年、WELQが問題になったのは、あ
のような不誠実なやり方が主流になってい
るからではなく、誠実であることを読者もよ
り強く求めているからだと私は考えていま
す。紙メディアの人間は、ウェブ等の新規
メディアに対して「適当にやっているので
はないか。我々はずっとこつこつとていねい
に紙で情報発信してきている」と思うことも
あるようですが、それは大いなる間違いで
す。つくり手の「良書をつくっている」とい
う思い込みでどうにかなった時代ではもうあ
りません。
　ウェブの世界は、読者の反応がリアル
にわかり、不誠実なものをつくったら二度と
きてくれません。あらゆる編集者は、本当
にそれが読者の求めているものなのか、読
者に対して誠実につくられたものなのか、
つねに問われる時代になったと思います。
単にページビューの数だけでなく、どの記
事から会員登録ページに行ったのか、最
後まで読まれたのはどの記事か、サイトにど
の程度の時間滞在したのか、そういうデー
タもあるなかで、あらゆる指標で我々編集
者も誠実さがつねに問われることになって
いる。それが先鋭化ということの意味です。

「我々はいいものをつくっているのでそんな
細かいデータにはそぐわない」という旧来
の編集者の思い上がりはこれまでにも粉砕
されてきましたし、今後は消えてしまうでしょ
う。
̶ 「̶ウェブ対紙」という捉え方をされがち
ですが、ウェブでも紙でも、読者にどれだ
け誠実であるかが大切ということですね。
　ウェブの時代になり、誠実さが可視化さ
れるようになったのです。紙しかない時代で
も、お高くとまらず、つねに読者ファースト
につくり続けてきた人たちはヒット編集者で
あり、ヒット雑誌、ベストセラーというのをつ
くってきたわけです。そういう人たちにとって
デジタルによる可視化はよい変化でしょう。
̶̶クーリエ・ジャポンの今後の目標は？
　読者を増やし、広告やイベントが安定し
た収益源となるようにしていきたいですね。
　我々が一定数の読者とつくった関係性と
いうのは、これほど価値があるものですよと、
世の中に堂 と々いえるようになりたいと思い
ます。
　そのためには「誠実にいいコンテンツを
ちゃんとつくり続ける」ことをやるしかありま
せん。世界の価値観を広げ、読者の世界
を広げ、読んだ人の背中を押すコンテンツ
を、ていねいにつくり続けていくことで、多
くの読者の信頼を勝ち得たいと思います。 
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https://courrier.jp/

フランスの雑誌「クーリエ・アンテルナショナル」をモデルに2005年創刊。
2016年3月からウェブ版に完全移行し、購読料は1か月980円（税別）だ。
世界1500メディアから、日本国内メディアでは紹介されない記事を翻訳して紹
介する他、日本人の外部著者を立てた読み物や連載記事、編集部員独自の取
材記事などが掲載される。

購読者＝会員向けに、ワークショップ、講演、セミナーなどイベントも定期的に
開催しており、つくり手と読み手の関係構築にも力を入れている。より読みやす
い電子メディア開発を目指し、エンジニアがチームを組んでクーリエ・ジャポンに
関連するプロダクト制作を行う「ハッカソン」イベントも盛り上がった。

I N T E R V I E W

Takeo
Inoue

Vo l . 28

編集者に大事なもの。
欲望と誠実さ。

デジタル時代の編集を探るデジタル時代の編集を探る

株式会社講談社
「クーリエ・ジャポン」編集長

井上威朗氏
Takeo Inoue

Profile

1995年入社。マンガ雑誌編集を経
て、オンライン雑誌、学術書、ノンフィ
クション書籍と雑誌等の編集を経験。
2013年から「クーリエ・ジャポン」を
担当し15年12月から現職。プライベー
トでは野球と美少女アニメとマンガが
好きな “オタク” で、クーリエ・ジャポ
ン誕生のきっかけとなったコンペでは、
男性向けオタク専門誌「メカと美少女
（メカビ）」という企画を出してC賞に
入賞した。



株式会社アールアールジェイ https://www.rrj.jp/
2006年、システム開発企業の同僚が集まって起業した。システムや
Web開発の他、声優を起用したオーディオブックを制作し配信する
「kikubon」で編集業も主軸に。田中芳樹氏の『銀河英雄伝説』の
登場人物の言葉をとって、「伊達と酔狂」̶ 物好きであること・勝算が
ないことにも挑戦し続ける姿勢を大切にしている。

　オーディオブックの制作を担当しています。制作
にあたっては、出版社や著者と協議してオーディオ
ブック化する作品が決まったら、まず、声質、技量
などを考え作品に適した声優を決定します。収録で
は、制作担当者が、どのように朗読するか、声優
と相談しながら演技や演出を決定します。その後、
収録した音源の編集を行いますが、通して聴いた
ときのライブ感を大切にして、勢いを殺さないような
編集を心がけています。
　私たちの朗読作品は、声優がセリフ部分を読む
ときにはしっかりキャラクターをつくって読むスタイ
ル。従来の朗読のイメージよりも親しみやすく聴い
て楽しいものになるように考えました。ただし、聴き
手の感情を限定してしまうような効果音やBGMは
入れず、声優の演技で聴かせる手法を大切にして
います。そして、完成した音源は出版社に提出して、
著者の意図とずれていることがないか確認していた
だきます。著者から「音にすることで新しい発見が
あった」と言われたこともあります。
　アメリカではオーディオブックを楽しむ文化が根づ
いていますが、日本ではまさにこれから広がっていく

文化だと思います。病院の消灯後、子育て中の人、
老眼の進んだ人、オーディオブックはさまざまなシー
ンで活用してもらえる可能性に満ちています。多く
の良質な作品を届けることで注目してもらい、日本
で「本を聴く＝kikubon」というスタイルを広げてオー
ディオブック市場を盛り上げていきたいと思います。

　オーディオブックの配信サイト・アプリ「kikubon」
の技術周りを担当しています。「kikubon」はネット
上でラジオのように聴けるストリーミング方式とス
マートフォン専用アプリへのダウンロード方式と2種
類の方法をユーザーが選ぶことができます。このよ
うな方式にしたのは、ユーザーの利便性を高めると
同時に、簡単にコピーできないことが大切だからで
す。権利を持っている方に安心して任せていただき、
より多くの作品の配信を可能にするためにも必要で
した。ダウンロード方式では、専用アプリでしか聴
けないようにするDRM（デジタル著作権管理）の
技術開発に苦労し、外部にも協力をいただいて暗
号化ツールの開発を行いました。
　アプリ開発でこだわったのは、アプリを起動して
いなくても通知画面から操作ができるように、電話
がかかってきたら停止するなどの素早い操作性で
す。リリース後にもオーディオブックのコンテンツを
制作する編集サイドから、「音源の登録を簡単にし
たい」等の要望をもらって改良を加えたり、お客様
の要望を受けて改良したりと進化させています。コ
ンテンツ制作から配信まで一貫して社内でできるこ

とは、より使いやすいサービスにする上で有利なポ
イントです。
　「kikubon」で配信している作品は、開発者の
私も素晴らしいものだと感
じています。今後、この良
質なコンテンツを、より手
軽により多くの人に体験し
ていただけるように、使え
るデバイスを増やすなど技
術面で貢献していきたいと
思います。

　創業は2006年、システム開発企業に
勤めていた5名で立ち上げました。私が営
業、企画、総務や経理などの仕事を担い、
私以外の4名はすべてエンジニアです。創
業以来、エンターテインメント企業や出版
社から数多くの受注をいただき、そうした縁
があってオーディオブックという分野に進
出、その編集力が評価され、日本編集協
会にも加盟させていただきました。システム
やWeb開発とともに、オーディオブック制
作と販売は、業務の柱となっています。

　最初に制作したオーディオブックは、
2013年6月にリリースした田中芳樹先生
の小説『銀河英雄伝説』の第1巻・黎
明編です。当社の創業メンバーは皆、田
中先生の大ファンで、「銀英伝」に関わる
何かをつくりたいというのは創業当時からの
目標でした。ある企業からの依頼でWebコ
ンテンツとしてラジオ番組制作を担当し、自
前でスタジオを持ってラジオ番組制作のノ
ウハウを蓄積してきたという経緯があり、「銀

英伝の朗読作品をつくる」という決意に至
りました。
　ラジオ番組制作の経験があるとはいえ、
朗読というジャンルは初挑戦。技術面も演
出面もゼロから朗読作品制作のノウハウを
構築していきました。朗読にもさまざまなス
タイルがありますが、私たちは、声優が演
技をしながら読むスタイルにこだわりました。
一部の作品を除いて、声優1人が全編を
担当し、地の文、登場人物それぞれでキャ
ラクターを使い分けて朗読をします。ラジオ
番組制作を通して、多くの声優とつながり
ができたことも、オーディオブック制作の原
動力となった要因のひとつでした。
　はじめは1作1作をアプリでリリースしてい
ましたが、目の不自由な人から「映画以上
のエンターテインメント」と感想をいただい
たり、たくさんのファンからの好評をいただ
いたりして、方向性に間違いがなかったと
いう確信を得て、流通まで自社で行えるオー
ディオブックサービス「kikubon」を2014
年11月に開始しました。

　「kikubon」は「100年残るものをつく

ろう」をコンセプトに、SF・ファンタジー・
ミステリ等の物語に特化して朗読作品を制
作・販売しています。初期の頃に比べ制
作フローも確立し、私が直接携わらなくて
も制作が可能になりましたが、決して外部
に丸投げはせず、私自身がなるべく制作現
場に立って情報を共有し、良質な作品を
つくっていることが強みのひとつだと考えて
います。
　出版不況といわれる中、「kikubon」を
通して出版文化に貢献することは大きな目
標です。特に新人作家の本を出版するこ
とは難しくなっていますが、制作から流通ま
でを自社で行い、流通面での制限なく「出
版」できる「kikubon」の特長を活かした
取り組みを積極的に行っていきます。その
ひとつとして東京創元社様とコラボして同
社の新人文学賞作品を全てオーディオブッ
ク化することを始めています。
　オーディオブック市場の先駆者として
「SF・ファンタジー・ミステリ分野では
『kikubon』だね」と言われることを目標に、
書き手を育て、著者・演者にお金を回し
ていけるサービスを確立して、新しいエン
ターテイメントの創出に努めて参ります。
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制作現場に聞く　 株式会社アールアールジェイで活躍する社員の方に仕事について伺いました。

株式会社アールアールジェイ　代表取締役社長　橋満克文 K a t s u f u m i  H a s h i m i t s u

新しいエンタメを創出する

著者から「音にして新しい発見があった」と感想も

権利者に安心して作品を託してもらえる技術で

坂東敏和
Toshikazu Bandou

2010年入社。Webディレク
ターとして入社したが、現在
はオーディオブック、ネットラ
ジオなど、音に関連した仕事
が半分を占める。休日はライ
ブや映画に足を運ぶ。声優と
の仕事が増え、声優出演の演
劇やアニメを観て、演出意図
を考えて楽しむことも多くなっ
た。

秋葉直哉
Naoya Akiba

橋満社長とともに会社を立ち
上げた創業メンバー。新しい
技術や製品が出るとすぐに試
したくなる新し物好きで、新
製品が出る度に購入すること
を繰り返した結果、所有する
スマートフォンは50台。個人
でもアプリ開発を手がけてお
り、休日も技術にふれて過ご
している。

システム開発から事業転換

書き手を育てられる事業に

共同創業役員　取締役

ディレクター

100年残るオーディオブック作品で
出版業界に貢献する
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